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はじめに　　MSゴシックで
□当センター母性棟では、1981年の開院当初より母子を一体の存在を捉えてケアするために、母子同室を行っている。母性棟における母子同室の開始基準は、在胎週数35週以上、出生体重1800g以上で、全身状態が安定しており、経管栄養を必要としない新生児である。対象には、低出生体重、持続点滴治療、酸素飽和度モニターを装着している子どもが含まれるが、できるだけ母子分離をしないよう努めている。

□しかし、現在母性棟に低出生体重で出生した子どもの母乳育児に関するケアの指針はない。そこで今回、母子同室中の低出生体重児の母乳育児に関連する要因を分析し、ケアの方向性と今後の課題について検討することとした。
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Ⅰ．研究目的と研究の意義　MSゴシックで
□母子同室を行っている低出生体重児の生後1か月までの母乳育児に影響する因子を明らかにする。
Ⅱ．研究方法

１．対象

□母性棟で出生直後より母子同室を行っていた低出生体重児とその母親。

２．調査項目

□日本母乳の会が推奨する「○○」を参照し、母乳育児に影響を及ぼすと考えられる母親因子8項目と新生児因子8項目を独自に作成した。以下にその項目を記す。

母親因子：分娩様式、出生後24時間の直接授乳の回数、・・・
新生児因子：出生体重、最大体重減少率、・・・

３．期間：2011年1月～2011年3月
４．分析方法
□退院時の直接母乳育児率を算出し、母乳率に影響を及ぼすと思われる因子についてt検定またはχ2乗検定を用いて検討した。データの解析はSPSS.ver16を使用し、p＜0.05を有意差ありとした。

５．倫理的配慮

□得られた情報は、本研究以外では使用せず、データは番号処理し個人が特定できないようにした。当センター倫理委員会で承認を得た。
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Ⅲ．結果

１．対象の属性
□研究期間に、出生直後から退院時まで母子同室をおこなっていた低出生体重児とその母親は○組であった（表１）。
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表１．対象の属性
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２．退院時の栄養方法

□退院時の栄養方法は、直接授乳○人（○％）、直接授乳と搾母乳の補足○人（○％）、人工乳との混合栄養は○人（○％）であった（図１）。
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図１．退院時の栄養方法
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３．直接母乳育児率に影響を及ぼす因子
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Ⅳ．考察　　MSゴシック
□今回の研究では、出生後24時間以内の直接

授乳回数が8回以上で退院時直接母乳率が優
位に高くなっていた。山内らは、正規産、2500g以上の新生児を対象に出生後24時間以内の
直接授乳回数と、日齢3、5での新生児が摂取した母乳量に相関がある１）と報告している。このことから、低出生体重児の母乳育児においても、週数相当体重児と同様に出生後24時間の直接授乳回数を増やすことの重要性が示唆された。
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おわりに　　MSゴシック
□出生後24時間の直接授乳回数が多いほど、退院時の直接母乳率及び1か月健診時の直接母乳率は有意に高かった。
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文献　　MSゴシック
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